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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

６
・
６
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

日
時　

７
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

 

サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ブ
ル
ワ
リ
ー
（
京
都
府
長
岡
京
市

調
子
３
‐
１
‐
１
）　
　

定
員　

15
人

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
昼
食
代
一
部
負
担
有
り

サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ブ
ル
ワ
リ
ー
見
学

北
河
内
地
区

日
時　

７
月
20
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
イ
ン
プ
リ
ン
ス
泉
佐
野

（
南
海
本
線
「
泉
佐
野
」
駅
徒
歩
５
分
）

講
師　

 

大
前
政
利
氏
（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
口
腔

外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

60
人

口
腔
粘
膜
疾
患
の
鑑
別
診
断
（
仮
）

泉
州
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
６
日
（
土
）
午
後
４
時
〜
６
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

働
き
方
改
革
関
連
法
対
応
セ
ミ
ナ
ー

―
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
な
ど
罰
則
付
き
の
改
正
事

項
を
中
心
に
―

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

坪
田
有
史
氏
（
鶴
見
大
学
歯
学
部
非
常
勤
講
師
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

歯
科
接
着
を
活
用
し
た
支
台
築
造
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避

―
支
台
築
造
の
基
本
か
ら
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
レ
ジ

ン
コ
ア
ま
で
―

７
月
度
生
涯
研
修

第
１
回　

７
月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
初
・
再
診
料
、
医
学
管
理
、
訪
問
診
療
】

第
２
回　

８
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容 

【
検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
、
歯
周

疾
患
】

第
３
回　

９
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
手
術
、
歯
冠
修
復
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
】

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人
（
※
会
員
限
定
、
ス
タ
ッ
フ
不
可
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

持
参
物　
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』（
２
０
１
８
年
４
月
版
）

会
費　

会
員
無
料

社
保
講
習
会

法
律　

７
月
１
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

７
月
17
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

７
月
18
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

に
あ
る
花
木
園
で
は
約
50

種
、
約
８
５
０
０
株
の
ア
ジ

サ
イ
が
咲
き
み
だ
れ
る
そ
う

だ
。

　

ア
ジ
サ
イ
に
も
桜
の
よ
う

地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
の
リ
ア

ル
な
把
握
を
も
と
に
進
め
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
財
源
保

障
を
生
活
優
先
の
財
政
改
革

に
よ
っ
て
実
現
す
る
方
向
こ

そ
求
め
ら
れ
る
。
何
よ
り
も

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
30
か
国
中
27
位
と

い
う
最
低
レ
ベ
ル
の
医
師
数

を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
国
民

医
療
・
地
域
医
療
を
守
る
確

か
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を
再

度
明
確
に
し
、
医
療
費
抑
制

政
策
か
ら
の
転
換
を
迫
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

【
訂
正
と
お
断
り
】
第
１

回
で
第
二
次
医
療
法
改
革
は

１
９
９
６
年
と
記
し
た
が
１

９
９
２
年
の
誤
り
。
な
お
医

療
法
は
第
六
次
改
正
以
降
、

２
０
１
６
年
と
２
０
１
８
年

に
改
正
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
第
六
次
改
正
の
一
環

と
み
な
し
て
敢
え
て
第
７
次

・
第
８
次
と
し
な
か
っ
た
こ

と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

 

（
お
わ
り
）

　

協
会
が
６
月
６
日
の
国
会

行
動
で
要
請
し
た
議
員
は
次

の
通
り
。

【
面
談
】

衆
院
〈
立
民
〉村
上
史
好
、森

山
浩
行
〈
共
産
〉
清
水
忠
史

参
院
〈
共
産
〉
大
門
実
紀

史
、
辰
巳
孝
太
郎

【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、

岡
下
昌
平
、
谷
川
と
む
、
佐

藤
ゆ
か
り
、
神
谷
昇
、
大
西

宏
幸
、
と
か
し
き
な
お
み
、

大
塚
高
司
、
左
藤
章
、
竹
本

直
一
〈
公
明
〉
伊
佐
進
一
、

〈
立
民
〉
長
尾
秀
樹
、
辻
元

清
美
、
尾
辻
か
な
子
、〈
維

新
〉
井
上
英
孝
、浦
野
靖
人
、

遠
藤
敬
、
馬
場
伸
幸
、
藤
田

文
武
〈
国
民
〉
平
野
博
文

参
院
〈
自
民
〉
松
川
る
い
、

柳
本
卓
治
〈
公
明
〉
石
川
博

崇
、
山
本
香
苗
、
熊
野
正

士
、〈
維
新
〉
浅
田
均
〈
共

産
〉
山
下
芳
生

と
し
て
い
た
。
満
開
の
ア
ジ

サ
イ
が
梅
雨
の
う
っ
と
う
し

さ
も
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
は

ず
だ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら

ア
ジ
サ
イ
は
ま
だ
二
分
咲
き

と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
カ

シ
ワ
バ
ア
ジ
サ
イ
や
ガ

ク
ア
ジ
サ
イ
は
咲
き
始

に
開
花
日
・
開
花
前
線
が
あ

る
ら
し
く
、
気
象
庁
が
発
表

し
て
い
る
。
今
年
の
大
阪
の

開
花
日
は
６
月
７
日
だ
っ
た

そ
う
だ
。

　

６
月
初
旬
の
平
日
の
園
内

は
、
梅
雨
忘
れ
の
晴
天
に
も

か
か
わ
ら
ず
驚
く
ほ
ど
閑
散

　

６
月
と
言
え
ば
ア
ジ
サ

イ
。
あ
じ
さ
い
園
で
有
名
な

蜻
蛉
池
公
園
（
岸
和
田
市
）

に
足
を
運
ん
だ
。

　

岸
和
田
市
街
地
か
ら
車
で

15
分
あ
ま
り
、
阪
和
道
・
岸

和
田
和
泉
イ
ン
タ
ー
を
降
り

て
す
ぐ
だ
。
敷
地
面
積
53
㌶

の
広
大
な
丘
陵
地
に
作
ら
れ

た
自
然
豊
か
な
府
立
公
園
内

め
て
い
た
が
、
園
内
で
大
多

数
を
占
め
る
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ジ

サ
イ
は
ま
だ
つ
ぼ
み
だ
っ

た
。

　

６
月
下
旬
ご
ろ
に
は
満
開

に
な
る
ら
し
く
、
記
事
が
出

る
頃
に
は
見
頃
か
も
し
れ
な

い
。

　

ア
ジ
サ
イ
見
物
に
は
一
足

早
か
っ
た
が
、
隣
の
バ
ラ
園

は
ほ
ぼ
満
開
で
香
り
も
よ

く
、
目
と
鼻
の
保
養
と
な
っ

た
。
い
つ
行
っ
て
も
何
か
し

ら
の
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う

た
遊
具
も
備
え
て
い
る
。

　

小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
家

族
な
ら
、
の
び
の
び
遊
べ
る

公
園
と
し
て
お
す
す
め
し
た

い
。

 

（
新
聞
部
・
南
端
理
伸
）

で
、
よ
く
手
入

れ
さ
れ
た
公
園

だ
。

　

花
木
園
の
他

に
も
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
16
面
、
野

球
場
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
施
設

も
充
実
。
大
す

べ
り
台
や
フ
ィ

ー
ル
ド
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
と
い
っ

あじさい園入り口

302

梅
雨
を
楽
し
む
50
種
８
５
０
０
株

蜻蜻と
ん
ぼ
い
け

と
ん
ぼ
い
け

蛉
池
蛉
池
公
園
の
あ
じ
さ
い
園

公
園
の
あ
じ
さ
い
園

矛
盾
と
反
発
が
広
が
る

地
域
医
療
構
想

　

第
六
次
医
療
法
改
正
の
地

域
医
療
構
想
を
テ
コ
に
し
た

病
床
の
機
能
分
化
・
削
減

は
、
地
域
医
療
の
現
実
を
無

視
し
た
目
標
や
そ
の
具
体
化

が
矛
盾
と
反
発
を
広
げ
、
政

府
の
思
惑
通
り
に
は
進
ん
で

い
な
い
。
５
月
末
の
経
済
・

財
政
諮
問
会
議
の
場
で
も
、

病
床
機
能
ご
と
の
病
床
数
の

見
込
み
が
２
０
２
５
年
の
必

要
量
と
大
き
な
開
き
が
あ
る

と
し
て
新
た
な
方
策
を
求
め

る
声
が
民
間
議
員
か
ら
あ
が

っ
た
。
病
床
削
減
の
突
破
口

に
し
て
き
た
の
が
公
立
病
院

・
公
的
病
院
改
革
で
あ
る

が
、
厚
労
省
は
、
こ
う
し
た

「
停
滞
」
を
打
破
す
る
た
め

に
よ
り
踏
み
込
ん
だ
縮
小
・

再
編
に
乗
り
出
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
民
間
病
院

と
の
競
合
状
況
を
問
題
に

し
、
公
立
病
院
・
公
的
病
院

は
、
地
域
の
民
間
病
院
で
は

担
う
こ
と
の
で
き
な
い
高
度

医
療
や
へ
き
地
医
療
等
に
重

点
化
す
べ
き
と
し
、
公
民
の

競
合
状
況
を
類
型
化
し
都
道

府
県
に
具
体
的
な
対
応
を
迫

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
社
会

保
障
審
議
会
医
療
部
会
で

は
、
地
域
医
療
の
実
情
を
無

視
し
た
こ
う
し
た
や
り
方
に

反
対
の
声
も
上
が
り
難
航
し

て
い
る
。

三
位
一
体
改
革

の
反
国
民
性

　

政
府
は
、
並
行
し
て
地
域

医
療
構
想
・
医
師
の
働
き
方

改
革
・
医
師
偏
在
対
策
の
三

位
一
体
改
革
を
進
め
、
地
域

医
療
構
想
の
具
体
化
を
迫
っ

て
い
る
。
２
０
１
８
年
に
は

医
療
法
・
医
師
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
を
通
過
さ

せ
、
新
た
に
設
け
た
「
医
師

偏
在
指
数
」
に
基
づ
い
て

「
医
師
多
数
区
域
」
と
「
医

師
少
数
区
域
」
を
明
確
に
し

て
医
師
偏
在
の
解
消
に
乗
り

出
し
た
が
、
地
域
医
療
構
想

に
よ
る
病
床
削
減
に
沿
っ
て

割
り
出
し
た
必
要
医
師
数
を

前
提
に
偏
在
解
消
で
医
師
確

保
は
事
足
り
る
と
し
、
医
師

の
働
き
方
改
革
も
医
療
提
供

体
制
の
改
革
が
必
要
だ
と
し

て
、
地
域
医
療
構
想
と
医
師

偏
在
解
消
を
前
提
に
こ
こ
で

も
医
師
数
増
に
は
踏
み
込
ま

ず
、
依
然
と
し
て
過
労
死
ラ

イ
ン
を
超
え
る
労
働
時
間
を

容
認
す
る
と
い
う
、
呆
れ
た

「
改
革
」
で
あ
る
。

　

い
わ
ば
、
こ
の
三
位
一
体

は
、
地
域
医
療
構
想
を
進
め

る
か
過
労
死
ラ
イ
ン
の
労
働

を
続
け
る
か
と
い
う
「
悪
魔

の
選
択
」
を
迫
る
も
の
で
あ

り
、
医
師
偏
在
の
解
消
に
も

医
師
の
働
き
方
改
革
に
も
な

ん
ら
役
立
た
な
い
ど
こ
ろ

が
、
そ
れ
ら
を
妨
げ
る
も
の

で
し
か
な
い
。

医
療
費
抑
制
政
策

か
ら
の
転
換
を

　

こ
う
し
た
事
態
は
、
医
療

費
削
減
一
辺
倒
の
医
療
提
供

体
制
の
再
編
は
地
域
医
療
と

の
矛
盾
・
対
立
を
深
め
る
だ

け
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
皮
肉
に
も

地
域
医
療
構
想
・
医
師
の
働

き
方
改
革
・
医
師
偏
在
対
策

の
三
位
一
体
改
革
が
、
国
民

医
療
の
展
望
を
考
え
る
手
が

か
り
を
提
供
し
て
い
る
。
と

い
う
の
は
、
真
の
医
師
働
き

方
改
革
を
進
め
医
師
偏
在
を

解
消
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
医

師
数
増
に
政
策
を
転
換
す
る

他
な
く
、
そ
の
た
め
に
は
地

域
医
療
構
想
を
抜
本
的
に
見

直
す
他
な
い
と
い
う
こ
と
を

裏
返
し
の
姿
で
示
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
医
療
費
削
減

一
辺
倒
の
医
療
提
供
体
制
の

再
編
か
ら
、
地
域
医
療
の
実

態
を
踏
ま
え
た
医
療
提
供
体

制
の
整
備
へ
と
転
換
し
、
必

要
な
病
床
と
医
師
の
確
保
を

医
師
数
増
へ
転
換
し
医
療
守
れ

医
療
法
改
定
の
歴
史 

と

　
　
　
　
　
医
療
費
削
減
政
策

佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
・
横
山
壽
一 ３二分咲きのアジサイ


